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の生活の違い

ることを知り

かを学習した

ＡＸＡによる特

環境がどのよ

地域のＯＢの

の喜瀬武原」

な環境（衣食

のかを学習し

のＯＢによる特

 

別授業により

どうしたらよ

るきっかけと

内容について

、大気に関す

することにな

は、沖縄気象

ての特別授業

問題であるこ

がきっかけと

私たちできるこ

ンポストの利

習に発展した

は、昨年度も

味関心が高ま

温、ｐＨ、溶

的や観測結果

、観測活動を

域を流れる億

活するには？」

を学び、宇宙

、如何に地球

（図８）。 

 

特別授業 

うに変容した

協力もあり「

と題し、50 年

食住や自然環境

た（図９）。

 

特別授業 

「持続可能な

いか？」とい

なった。 

、ウェビング

することと水質

った。 

象台の方に、「

業をお願いし、

とを学習した

なり、地球温

ことを模索し

用やバイオエ

。 

観測活動を行

っていた。観

溶存酸素、ＣＯ

果から分かるこ

行った。観測

億首川支流のな

4 
 

と題

宙での

球が大

たのか

「私が

年前の

境につ

 

な社会

いう思

グを用

質に関

「地球

地球

た。そ

温暖化

た結

エタノ

行って

観測項

Ｄで

と等

測地点

なかで

 

平

環
境

見
守

専
門
機
関

の
連
携

考
え

行
動
す

 

も、住宅

流する地

図 10－

① 総合的

平成１

（14:20～

70 時間程

生から中

の２グル

は平成１

班」（７

では、

の活動内

平成20年度 総

気象観測

環
境
を
見
守
る

専
門
機
関
と
の
連
携

沖縄亜熱帯計測
技術センター

地
域
環
境
を
知
り
、

考
え
、
行
動
す
る

節電・リサ

大
気

図 11－活

宅地域や農地を

地点を選定した

観測地点の様

的な学習の時間

１９年度と同様

～16:10）の総

程度）を主な活

中学３年生まで

ループ編成を行

１９年度と同様

７名程度の２グ

「自然環境班

内容を以下（図

総合学習の主

測の習慣化 観
ＧＬ

環境調査結果を

測 恩納村上下水

地域の環境

サイクルの推進

地

海の生物調

活動内容の概略

を通過する二つ

た（図 10）。 

様子（採水の様

間（平成 20 年度

様、毎週木曜の

総合的な学習の

活動時間とした

で全校 15 名を

行い、活動した

様「自然環境班

グループ）に分

（喜瀬武原エコ

図 11）に紹介す

主な活動【

測データを
ＬＯＢＥ本部へ報告

を考察。疑問におも

水道課 美ら海水族

について詳しく学

地域環境の未来構

調査

沖縄

略（平成 20 年

つの流れが合

 

様子） 

度） 

の５，６校時

の時間（年間

た。中学１年

を学年縦割り

た。グループ

班」と「職業

分けた。ここ

コクラブ）」

する。 

自然環境班】

役場や公民

に提案

地域の川の水質
定期的に観

もったことをまとめ

族館 地球温暖
活動推進

学習

構想

川の生

県恩納村立喜瀬武原

年度） 

民館

質を
観測

る

暖化防止
進員

物調査

水
質

原中学校



（別紙様式

 

③ 環

午

す

動

る

習

活

 

Ⅳ 研究の

 

１ 研究の

 （１）

て

方

（

が

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り

展

あ

で

性

ー

産

関

バ

た

オ

験

２） 

境デーの実施

本校では、毎

前８:15～８:

る学習や校内

は、約 10 年間

環境デーのう

（GLOBE を活用

動（苗の植え

成果と課題 

の成果（平成

大気に関する

沖縄気象台の

いただくこと

の気温がどの

図 12）、地球

分かった。 

図 12－沖縄気

また、地球温

、地球温暖化

展開した。ダン

る。３か月ほ

で使用し、ダン

性能がよいこと

ー問題に学習は

産品であること

関する学習を行

バイオエタノー

た。これにより

オエタノールの

験を通して学習

 

 

 

 

79年あた

沖縄地方

 （平成 19・
週金曜日を「

30（約 20 分間

外の美化活動

間、継続してい

ち、月に１度

用）を行い、他

付けや除草等

19 年度） 

こと（平成 19

協力により、

ができた。そ

ように変化し

球温暖化が身近

 

気象台による特

温暖化の現状を

を防止しよう

ボールコンポ

ど生徒は各家庭

ボールコンポ

が分かった。

は発展し、さと

に注目し、バ

行った。琉球大

ールに関する特

、さとうきび

の基本的な製造

習することがで

 

り約1.15℃

方の平均気温

20 年度） 
環境デー」と

間）まで、環境

を行った。こ

いる。月に約４

は環境に関す

他は校内外の美

等）を行った。

9年度） 

特別授業を実

れにより、沖

ているかを把

近な問題である

特別授業の資料

把握すること

という取り組

ストはその一

庭（６家庭で実

ストは安価な

そして、エネ

うきびが沖縄

イオエタノー

大学の協力によ

特別授業を実

びから作成する

造過程（図 13）

できた。 

の割合で上昇

温の変化

5 
 

し、

境に関

の活

回あ

する学

美化

 

実施し

沖縄地

把握し

こと

料 

によ

組みを

一つで

実施）

割に

ルギ

縄の特

ールに

り、

施し

バイ

を実

 

 

 

1

1

1

1

（２）水質に関

水質観測

測地点にお

果は GLOBE

 

 

 

 

 

 

表４―億首

日時 
天

気

10/4 

(木) 

晴

れ

0/11

（木）

晴

れ

11/8 

（木）

曇

り

この結果から

にあることが

 

表５－億首川

日時 
天

気

0/11

(木) 

晴

れ

また、表５

汚染がほとん

県文化環境部

用いて、調査

の生物が多数

シ等）するこ

これらのこ

生活排水によ

図 13―

さと

蒸

関すること(平成

測の様子を図 1

おける結果を表

E本部へ報告済

図 14－水

首川支流部にお

気温 

（℃）

水温 

（℃）

27 27 

30 28 

24.5 23.5 

ら、ｐH や COD

が分かる。 

川源流部におけ

気温 

（℃）

水温 

（℃）

27 25 

５を見ると分か

んどない状況で

部の「水生生物

査した結果、「き

数生息（ウズム

ことが分かって

ことから、川は

より汚染されて

―バイオエタ

学習したとき

とうきびを切る

蒸留する

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 19 年度) 

14 に示す。億首

表４に示す。表

済みである。 

質観測の様子

おける水質観測

 
ｐＨ 

D

（mg

7.7 

5.3 

7.5 8

D が日により変

ける水質観測結

 
ｐＨ 

D

（mg

7.4 7

かるように、源

であり、平成 18

物による水質の

きれいな水（水

ムシ類やマルヒ

ている。 

は住宅地域を通

ていることが考

ノールの製造

きの様子 

しぼり汁

発酵させ

首川支流の観

表４の観測結

子 

測結果 

DO 

g／L）

COD

（mg／L）

７ 10 

８ 50 

.2 13 

変化する傾向

結果 

DO 

g／L）

COD

（mg／L）

.8 ２ 

源流部では、

8 年度に沖縄

の調査法」を

水質階級Ⅰ）」

ヒラタドロム

通過する際に

考えられる。

造過程を 

汁を作る

せる



（別紙様式

 

２ 研究の

（１）

 毎

た。

人間

とは

る感

にし

温と

し始

ヵ月

であ

しか

体感

こと

図 15

 

気

タを

とに

測し

デー

気温

いこ

た。 

 
 

 ま

武原

年間

とも

昇し

27 

29 

25.3

27.

24.5

26.

11/5 11/6 11

21.0 
23.0 
25.0 
27.0 
29.0 
31.0 
33.0 
35.0 

５

気
温

（
℃

）

２） 

の成果（平成

大気に関する

日、観測する

地球温暖化が

が本来もつ気

問題である。

覚を鍛える目

た。観測前に

の関係の一例

めの上旬では

たつ下旬では

ったが、正確に

し、正確に予

温度は訓練す

も分かった。

5－予想気温（

象観測活動で

図 16、17 に示

平均し、示し

たデータを示

タを示してい

が平均して、

とが分かった

喜瀬武原の

気象台との

た、このグラ

より約５ｋｍ

の平均より、那

分かり、都市

ている傾向に

29 

21 
20 

24 

.3

30.3

25

19.5

23

.5

29.5

24.5

19.8

21.

1/7 11/10 11/11 11/12 11/

５月 ６月

図 16―月ごと

20 年度） 

こと（平成 20

前に、体感温

問題視される

温を感じ取る

そのため、人

的で観測の途

体感的に予想

を図 15 に示す

、予想が外れ

、予想が正確

に予想すること

想できる生徒

ることにより

 

（体感温度）と

得た最高気温

示す。図 16 は

たものである

し、それ以外

る。この結果

都市部の那覇

。この原因を

の地形が盆地で

の計測条件の違

フから、那覇

ほど離れた地

那覇市の 2008

部である那覇

あることも分

25 
27 

20 

23 

25.9

19.5

23

.5

25.5

27.5

18.5

20

/13 11/14 11/17 11/18 11/

気温 A君の

７月 ９月

喜瀬武原（2008年
那覇（2008年）

金武（1979～20
那覇（1971～20

との最高気温

0年度） 

温度も予想し記

社会環境の中

感覚に疎くな

人間が本来持っ

途中より試みる

想した気温と現

す。予想では、

れ、観測を続け

確になっていく

とは困難であっ

徒も出始めるな

以外と正確で

と現在気温（11

温と最低気温の

、最高気温を

。青色は本校

外は、沖縄気象

果から、本校の

より約 0.5 ほ

次のように考

であるため 

違いによるもの

市や金武町（

地点）の過去約

年の記録が高

市の最高気温

分かった。 

18 

20 

22 

20 

.9

21.5
22.9

21.5

19
.5

19.5

22.8

20.9

19

/19 11/20 11/21 11/25 11/

予想 B君の予

１０月 １１

年）

00年）

00年）

（平均値） 
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記録し

で、

るこ

てい

こと

現在気

観測

て１

はず

った。

ど、

である

 

1 月） 

デー

月ご

校が観

象台の

最高

ほど高

考察し

の 

（喜瀬

約 20

高いこ

温が上

 

 

 

 

 

 

 

 

21 21 
.3

20.521.1
.3

22.5

/26 11/27

予想

月

気
温

（
℃

）

図 17 に、

した図を示

で、青色が

以外は、沖

から、本校

年）の最低

であること

に考察した

により、本

きた。また

本校の標高が

盆地の地形が

図 17―

また、平

影響がでて

金の削減に

節電・省エ

気のスイッ

 

 

 

 

 

 

 

 その結果

までで、合

加してしま

費調整額が

あることも

る月（10 月

もあるので

15.0 

17.0 

19.0 

21.0 

23.0 

25.0 

27.0 

29.0 

５月

、最低気温を月

示す。このグラ

が本校の観測デ

沖縄気象台のデ

校の最低気温は

低気温より月平

とが分かった。

た。このように

本校の気象特性

た、現在も観測

が約６０ｍ前後

が影響し、冷気

―月ごとの最低

平成 19 年度より

ていることは学

に学校全体で取

エネを呼びかけ

ッチがある場所

図 18―節電

ポ

果、削減額は、

合計＋126,746

まった。原因と

がプラスされ、

も考えられたが

月は約４万円、

で、課題が残る

６月 ７月

那覇（20
那覇（19

金武（19

喜瀬武原

月ごとに平均し

フの凡例は、

データを示して

データである。

は、平均して、那

平均で、約 2.5

この原因は、

に、継続的な気

性を明らかにす

測活動を継続し

後であるから 

気がたまりやす

低気温（平均値

り、沖縄県も地

学習していたの

取り組んだ。具

けるポスターを

所に掲示した

電を呼びかける

ポスターを掲示

平成 20 年３月

円となり、昨

としては、昨年

電気料金が増

が、それでも減

11 月は約９万

る。 

９月 １０

008年）

971～2000年）

979～2000年）

原（2008年）

し、グラフ化

図 16 と同様

ており、それ

このグラフ

那覇市（2008

5℃低い傾向

以下のよう

気象観測活動

することがで

している。 

すいから 

値） 

地球温暖化の

ので、電気料

具体的には、

を学校中の電

（図 18）。 

る 
示 

月から 11 月

昨年度より増

年度より燃料

増額の傾向に

減額されてい

万円の減額）

０月 １１月
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 ま

て見

小学

ペッ

より

く予

金し

（認

 

（２）水

 平

てい

行っ

観測

和値

月１

般的

雨水

河川

下水

と比

ある

※DO、COD
 

汚

活排

のゆ

され

設を

化の

スが

を学

た。

 

 

 

 

 

 

 

 

日付
5月1日
5月15日
5月22日
6月5日
6月19日
6月26日
7月10日
9月18日
9月25日

表

２） 

た、昨年に続

直し、学校あげ

校・中学校の生

トボトルのキ

、集めたもの

定（平成 21 年

、「世界の子供

定 NPO 法人）

水質に関するこ

成 19 年度は、

たため、平成

た。観測地点

データを表６

が変動するた

日より９月 25

な基準値１）（

・河川の上流

の下流水  

・汚水   

較すると、一

ことが分かっ

D は共立理化学

染の原因とし

水であること

くえについて

た（平成 18 年

見学した（図

しくみだけで

大変であるこ

習し、家庭か

また、浄化前

水温
23.5 7
24.0 7
24.0 6
26.5 7
29.9 6
25.9 6
31.0 7
28.5 7
30.5 7

表６―水質観測

図 19―下水

続き、循環型社

げてのリサイク

生徒が自宅か

ャップ、牛乳

は、リサイク

年３月）をして

供にワクチンを

に送金する計

こと（平成 20
継続した定点

20 年度は、定

は、平成 19 年

に示す。DO は

め、COD を考察

5 日の平均が 1

（以下に示す）

水 １～２ｍ

  ２～１０

  ２０ｍｇ

般的な河川の

た。 

学研究所 パ

ては、昨年の

を予想してい

調べるために

年 12 月に供用

19）。下水道

なく、浄化用

と（浄化能力に

ら排出された

と浄化後の水

ｐH DO(mg
7.3 8.8
7.7 10.
6.8 9.0
7.1 8.4
6.6 7.0
6.1 6.8
7.7 8.4
7.0 8.2
7.5 6.6

測データ（200

水道処理施設

社会のあり方に

クル活動を行っ

ら古紙、アルミ

乳パックなどを

ル業者に持っ

ている。そして

日本委員会（J

計画をしている

年度） 
観測が課題と

定期的に観測活

年度と同様であ

は、水温によっ

察した。COD は

14mg/L となり

 

ｇ/L 

ｍｇ/L 

/L 

下流水と同程

ックテスト 

学習によって

たため、生活

、喜瀬武原に

開始）下水処

道処理施設では

機器のメンテ

に限界があるこ

水の汚れを観

質も測定した

g/L) COD(m
8 10
8 10
0 10
4 10
0 10
8 20
4 20
2 20
6 20

8 年） 

の見学 

7 
 

つい

った。

ミ缶、

持ち

てい

て、換

JCV）」

。 

なっ

活動を

ある。

て飽

は、５

、一

程度で

、生

活排水

建設

処理施

は、浄

ナン

こと）

観察し

。 

mg/L)

浄化前は

し、浄化後

されている

できた。下

放流されて

設に流れ込

変化するか

班員が協力

 また、水

（主に魚類

様な水生生

は、外来魚

少数ではあ

た。そこで

外来種が多

美ら海水族

魚類課の方

この特別授

ことや、沖

場合、沖縄

は、約 150

ることを学

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20－美

 

 そして、

あり方を見

るべきか」に

そこで、県

カウンセラ

別授業では

動を行い、

 このよう
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